
45大阪経大論集・第59巻第２号・2008年７月

梁 � 玉

日本語を母語とする韓国語学習者のための
韓国語の発音教育

入門期学習者のための母音・子音の発音教育に関して
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４．おわりに

要旨
文法の構造面ではよく似ている韓国語と日本語であるが，両国語の発音では大きな相違点も
あり，その独自性は強い。本稿では，日本人の学習者が少しでも効率的に韓国語の発音が学習
できるように，韓国語母音の音素とその発音に近い日本語の母音とを比較する一方，子音の発
音では子音を発音方法や発音位置などによって分類しそれを表にまとめてみた。
本稿の構成は，1．はじめに，2．既存テキストの構成と問題提起，3．発音学習上の問題点
と学習方法，4．おわりにとなっている。主要内容は，発音学習上の問題点と学習方法であり，
発音の重要性，発音学習時の問題点，単母音の発音，重母音の発音，破裂音，摩擦音，鼻子音，
側音などについて述べている。
おわりでは韓国語を教育する教育者が発音教育のために努力すべき点について述べている。
①音韻論や音声学的な説明が中心となってはいけない，②韓国人も明確に区別していない発音
は学習者に強調しない，③正確な発音の学習のために標準となる発音が収録されたビデオテー
プやCDなどの活用と工夫，④学習への意欲を鼓舞するための教育者の学習者への気配り，⑤
学習順序の工夫などである。
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１. は じ め に

韓国語と日本語は類似した言語である反面, その独自性も強い。文法の構造面ではよく

似ている側面があるが, 発音では大きな相違点がある。

初めて韓国語を学習する日本語を母語とする学習者 (以下日本人とする) にとって, 韓

国語発音の学習は思った以上に高いハードルであることを私は経験から学んでいる。岡崎

にあるＯ女子短期大学生涯学習センターで一般人1)を対象に韓国語を教えたことがあるが,

多くの学習者が発音で苦労していたのをみてきた。大多数の受講者が初めて韓国語に接し

ていたためではあるものの, もう一つは韓国語の発音の特異性もその一因であろう。日本

人にとって日本語とはかなり異なる構造の韓国語の発音は簡単ではなく, 初期段階では発

音練習に多くの時間が必要であった。したがって, 韓国語の初級レベル学習者のための発

音に関する教育方法の必要性を強く感じ, 今まで個別に説明されていた母音・子音の発音

を類型別にまとめると同時におわりでは母音と子音に関する発音の教育方法をいくつか提

案したい。

韓国語を勉強している人々の韓国語学習の目的はそれぞれ違いがあるとはいえ, 発音練

習は必要不可欠である。多くの学習者にとって予習・復習の時間が不十分であったり, 授

業以外は韓国語による会話の機会がほとんどなかったりするのが現状であろう。従って,

本稿は発音のことが理解しやすいうえ, 一人でも発音の練習ができるように母音と子音を

それぞれ類型別にまとめたい。また発音の説明においては日本語の発音と比較し, より効

率的な学習になるように努めたい。

２. 既存テキストの構成と問題提起

本稿では, 既存のテキストを検討したうえで, 発音学習においての音韻論と音声学理論

を取り入れながら発音の方法を探りたい。現在出版されている多くのテキストは, 画一的

といっていいほど, ハングルの字母, 書き方, 文字の組み合わせ, バッチムといった順番

に提示し, 練習しているように思われる。そこで問題として指摘したいのは, 母音表や子

音表などをせっかく提示していながらそれについての説明が十分でないために, 学習者は

満足に理解できないまま次の段階へと進んでしまうという点である。特に一人で学習しよ

うとしている学習者には切実な問題である。日本人に日本語にはない韓国語特有の発音に

ついてもう少し音声学的に説明を付け加えてもらいたい。私が授業で使用していたテキス

ト2)の発音と文字の部分の構成を例に挙げてみると以下の通りでる。

第１課 ハングル(１)

１. ハングルの字母
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1）全体50人のうち, 女性が47人。年齢層は20代から70代まで広いが, 20代と70代が２人ずつで, 多く
は30代後半から50代前半の主婦であった。これは『冬のソナタ』に代表される韓国のドラマによる
影響が韓国語学習の動機となっていた。

2）李相億外 (2003)『韓国語Ⅰ』, ハンリム出版社。



韓国語の母音表：�, �, �, �, �, �, �, �, 	, 
, �, �, 
, �, �,

�, �, �, �, �, �

韓国語の子音表：�, �, �, �, �, �, �, �, �, �,  , !, ", #, $,

%, &, ', (
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3）前掲書, p 3. この図は, 口内での調音位置や調音方法についての説明である。例えば,“�[�]”
の発音の場合は, 舌の高さは高く, 舌の前 (前舌) で調音するということであるが, 唇の形による
発音の区分まではできていない｡“高・中・低”とは, 舌の高さを表している。

表１4) 子音：

調音位置
調音方法

唇音 歯茎音 歯茎口蓋音 軟口蓋音 喉音

破裂音
平音 無声音
有声音の間 有声音
濃音 無声音
激音 無声音

� �

� �

�� &

��"

� �

� �

�� %

��!

� �

� �

�� $

�� 

破擦音
平音 無声音
有声音の間 有声音
濃音 無声音
激音 無声音

	
 �

��

		 �

	
��

摩擦音
平音 無声音
激音 無声音

� �

�� '

 #

共鳴音
鼻子音 有声音
舌側音 有声音
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�� �

弾音 有声音 � �

�

唇

前舌

高

中
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図１3) 母音：



２. ハングルの書き方

３. 書きとりの練習

第２課 ハングル (２)

１. 聞き取りと書きとり

２. 読みの練習

３. 書きとりと読みの練習

４. 書きとりの練習

５. 重母音5)

�＝�＋� [� エ] �＝�＋� [�� ウェ] [�� ウェ]

�＝�＋� [�� イェ] �＝�＋� [�� ワ]

	＝
＋� [� エ] �＝�＋� [�� ウェ]

�＝
＋� [�� イェ] �＝�＋
 [��

�

ウォ]

�＝�＋� [�

�

	ウィ] �＝�＋	 [�� ウェ]

�＝�＋� [�	ウィ] [��	ウィ]

第３課 ハングル (３)

１. 読みと聞き取り

２. 読みの練習

３. 読みと書きとり

第４課 ハングル (４)

１. 読みと聞き取り

２. 読みの練習

３. 読みと書きとり

４. 書きとりの練習

第５課 ハングル (５)

１. 文字の組み合わせ

２. 読みと聞き取り

３. 書きとり

このテキストは入門期の学習者を対象にしており, 全25課のうち第５課までが文字と発

音の練習に割り当てられているが, 入門期の学習者が一人で学習するには説明が不十分で

あると言えよう。上では本の構成のうち, 発音と文字について説明している最初の部分を

概略的に紹介したが, 発音に関しては図１の母音と表１の子音のみである。ところが, 日

本人にとってこれだけでは理解するのは難しく, 学習者の韓国語習得は教育者の個人的な

力量に大きく左右されがちである。

その他に大阪経済大学の図書館所蔵の韓国語関連の書籍を調べてみると, 調べた全29
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4) 前掲書, p 4.
5）前掲書, p 14.



冊6)のうち発音に関して説明が十分にできていたのは１冊, ある程度説明されていたのは

６冊, ごく簡単な説明がなされていたのは11冊, 発音のことをまったく述べていないのは

11冊であった。日本語の発音と比較して説明されていたのは数冊にとどまっており, 発音

に関する説明が不十分であることを実感した。

日本語の発音に比して韓国語の発音の方がより複雑で難しいことを考慮にいれると, 日

本人にとってより分かりやすい韓国語の母音及び子音の発音に関する教育方法はもっと研

究する必要があろう。

３. 発音学習上の問題点と学習方法

3.1 発音の問題点

3.1.1 発音の重要性

日本人に韓国語を指導しながら幾度となく, 発音教育のことで悩んだことがある。これ

は私だけではなく, 韓国語を教えたことのある人や韓国語を勉強したことのある日本人な

ら例外なく経験したことであろう。この発音のことは外国語を学習する日本人だけの問題

ではなく, 外国語を学習する全ての人々の課題であると言えよう。即ち, 学習者の母語が

何かによって発音学習時に表れる問題点はそれぞれ異なっている。この現象は外国語の学

習, 特に発音の学習時に顕著なもので, 発音には母語の影響が強く働くものであると再三

認識させられるものである。

ここで私が経験した例を一つ挙げてみる。初級レベルといっても自己紹介程度は出来る

グループを指導していた時のことである。家族関係を説明した後, 一人ずつ家族関係を紹

介してもらった際, 学習者の全員が発音のことで苦戦したのが“� (娘)”という言葉で

あった｡“�� ��� � �	�� � � 
�� (私には息子一人, 娘一人がいます)”

といった文章の中で,“� (娘)”という発音がどうしてもうまく出来なかった。そこで,

“
 ([���]7), 月, 平音)�“� ([�����], 面, 激音)�“� ([����], 娘, 濃音)”という発音

の異なる語彙を提示して, 何度も繰り返して聴かせてもすぐには上達できなかったことを

今でも覚えている。もう一つは,“�� (キムチ)”の発音である。日本語にはない“バッ

チム (終声)”を発音する際, そのバッチムに母音を付け加えて発音するという問題であ

る。[��	�
��] という発音であるが, 学習者達は [��	��
��] と発音していたのである。こ

の問題に関しては数回の練習によって解決することが出来た。

上述した例の問題点は, 韓国語と日本語との個別音素の発音の違いや音節構造の違いか

らくるものであろう。これは韓国人が英語を学習する際も表れる問題でもあり, 英語を母

語とする人が韓国語を学習する際に表れる問題でもあろう。即ち, 母語の発音や音節構造

や音韻現象がそれとは異なる外国語の発音に強く影響を及ぼしているからである。

そして, 発音というのは外国語を学習するとき, 初期段階で体得するものであるので最
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6) 本稿の参考文献の韓国語教材を参照されたい。
7) 本稿の文中に用いている発音記号は, 韓国放送公社（1999）『標準韓国語発音大辞典』, ㈱語文閣を
参考にしている。



初から体系的に教育を行う必要がある。子どもが最初に親から簡単な言葉を何度も繰り返

して聴かされるうちにその発音を覚え, それからその意味を覚え, それを文章の中で使い

こなせるといったプロセスを考えると, 韓国語を学習しようとする学習者にとって正確な

発音の初期段階での習得は重要なことと言えよう。

発音が重要な理由のもう一つは, 正確な外国語の発音は相手にも良い印象を与えるとい

う点である。外国人が正確な発音で日本語を話しているのを見かけると, その人に好印象

を持つのと同時に“日本語うまいな”と思うに違いない。

以上で述べたように, 日本人が韓国語を学習する際, 韓国語の発音には日本語の発音の

影響が強く働くということ, 発音は初期段階で正確に覚えないといけないということに指

導者も学習者も留意してほしい。

3.1.2 発音の学習時の問題点

上述したように, 日本人が韓国語を学習する際に最初の壁として感じるのは韓国語の発

音である。これは韓国語と日本語との基本的な相違点を考えると無理もない。母音と子音

の数だけを比較してみても, 日本語の母音は５個8)であるのに対して韓国語は基本母音だ

けで10個9)である。また, 子音音素をみても, 日本語は16個10)であるのに対して韓国語は

19個11)である。即ち, 日本語より韓国語の音素が多いので, 日本人が韓国語を発音するの

に苦労するのは仕方ないことかもしれない。

このような基本的な相違点を踏まえて母音と子音のそれぞれの発音及び発音教育に関し

て述べていきたい。

3.2 母音発音の学習方法

母音とは, はっきりとした口腔の収縮なしに口腔の形を変えることによってつくられる

音である12)。韓国語の基本母音は10個であるが, 母音全体の数は21個である。21個の母音

は, 一つの母音だけの単母音と, 二つ以上の単母音で出来た重母音とでなっている。単母

音と重母音を整理したのが表２であるが, この二つの相違点というのは発音を始める時と

発音を終える時に唇の形や舌の位置が変化するか否かである。即ち, 単母音の場合は発音

を始める時と発音を終える時に唇の形や舌の位置が変化しないで一定しているのに対して,
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8) 服部四郎 (1960) 『言語学の方法』, 岩波書店, p 360によると, 母音音素は /���������/。
9) 基本母音には, /��������������������	��/ 等の10個, その外の母音音素には /
��
���������	�����
��������
���/ がある。

10）日本語の場合は学者により意見が異なるが, 服部四郎, 前掲書, p 9 では, 子音音素を /��
�������
���������������������/ の16と外にN (撥音), Q (促音) があるとしている。

11）李�洙（1993）『韓国語音韻学』, 仁荷大学校出版部, p 51によると, � [���], � [�], � [
��],
� [�����], � [�], � [���], � [���], � [���], 	 [���

�

], 
 [���], � [��], � [
�], 
 [��],
� [�], � [� ], � [
 ], � [� ], � [� �� ], � [�� ] があるが, 同じ子音でも調音位置や調音作用
によって複数の発音がある。

12） 李�洙, 前掲書, p 58.



重母音の場合は発音する際に自然と唇の形や舌の位置が変化するのである。

標準発音法によると,“� [����], � [�]”は単母音として発音するのを原則にするが,

重母音として発音するのも良いとしている。この二つの発音には個人差がある。60代以上

では単母音として発音する傾向が多く, 50代以下では重母音として発音している13)。実際

若い世代では二つの母音を重母音として発音しているので, 筆者もこれは重母音として扱

うことにする。

3.2.1 単母音の発音

韓国語の単母音は, 学者によって見解が異なるが, 上で述べたように“�, �”の二つ

の母音は重母音としてみなし, 重母音で一緒に説明することにする。ただし,“�”の場

合,“� [�]・[�], � [�]・[	]�14) と一緒に発音する際は単母音となるので, これは学習

者が混乱しないように教育者がしっかり説明しないといけない。

ここでは実際日本人に韓国語の発音を指導するという場面を想定したうえで, より効率

的な方法を提示したい。

単母音の発音を指導する際は, まず日本語の５個の母音を国際音声記号で提示したうえ

で, ８個の韓国語の単母音と発音比較しながら, 同じ発音と区別すべき発音とを区分して

説明する必要がある。

ア [
], イ [�], ウ [�], エ [�], オ [
]

� [
], � [�], � [�], � [�], 	 [�], 
 [�], � [
], � [�]・[�]15)

日本語の �イ [�]�と韓国語の �� [�]�の発音は同じであるが, 日本語の �ア [
]�と

韓国語の“� [
]”とはほぼ同じ発音でも口の開く程度 (顎の動き) には差があることを

説明し, 発音と同時に文字16)も書いて提示する。それから日本人には同じ発音として聞こ

えてなかなか区別しにくいのが“	 [�]”と“
 [�]�,“� [�]”と“� [�]�,“� [
]”

と“� [�]・[�]”である。これらの母音の発音が実際は違うということをしっかり理解

させなければならない。一つ目は, 日本人にとっては両方とも“エ [�]”に聞こえる“	

[�]”と“
 [�]�, 二つ目は, 両方とも“ウ [�]”に聞こえて区別が難しい“� [�]”と
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13） 
�外６人 (2005)『外国語��� 韓国語教育概論』, 図書出版���, p 106。
14）��, �”の発音が複数あるのは, 本稿表８を参照されたい。
15）��”の発音が複数あるのは, 本稿図５を参照されたい。
16）子音はもちろん母音も単独では表記できないので, 発音のない子音“�”と一緒に表記することを

説明する。この際, ハングルの音節構造, 即ち子音 (Ｃ)＋母音 (Ｖ)＋子音 (Ｃ)についても説明を
するが, 学習者のレベルに合わせて紹介する程度で済ましても良い。

表２ 母音の種類

単母音 � [
],�[�],� [�],� [�],	 [�],
 [�],� [
],� [���], (� [����],� [�])

重母音
� [�
], � [��], � [�
], � [��], � [��], � [��], � [�
], � [��], � [��],
� [��],  [w��], (� [����], � [�])



“� [�]�, 三つ目は, 両方とも“オ [�]”に聞こえる“� [�]”と“� [�]・[�]”であ

る。それぞれの文字を提示しながら, 実際発音を聞かせてその違いを理解させる必要があ

る。ただし,“� [�]”と“� [�]”の発音に関しては韓国語を母語とする韓国人でも現在

は明確に区別していないことを説明したうえで, 両者の発音の区別をあまり意識しなくて

も良いと言ってよかろう。これらの説明は後述することにしたい。

このようにして文字と発音を区別させた後, これらの発音を練習する際には音声学的な

知識を利用すればより効果的に説明が出来よう。音声器官図17)や母音三角図18), 母音四角

図19)などを利用するのである。母音三角・母音四角図のことを十分理解させたうえで, 唇,

口の中の動きや舌の動きなどについて分かりやすく音声器官図を利用しながら説明する。

母音三角・母音四角図というのは, 母音を発音する際の調音の位置や開口の状態によっ

て分類し描いた図である。国際音声記号を基に描いた母音三角図は, 韓国語の母音体系と

は少し異なっているので, 韓国語の母音三角図20)と比較のためにここに紹介してみた。

この三角図や四角図をもとに, 口の開く程度, 舌の位置, 唇の形などを基準に分類し,

表にまとめた後, 提示した母音の発音について日本語の母音と比較しながら具体的に説明

してみたい。

表３を見ると, 韓国語の母音は高母音, 中母音, 低母音で区分できるが, この区分は口

の開く程度を基準にした分類である。即ち, 高母音の“� [�], � [�], � [�]”は口を

開ける程度が最も小さく, 唇を横に引っ張るようにして発音するものである。中母音は,

高母音を発音したときより下の顎を少し動かして口を高母音よりは少し大きく開けて発音

する。そして中母音よりさらに口を開けて発音するのが低母音の“� [�], � [	]”であ

るが,“�”よりは“�”の方を大きく開けて発音するので注意が必要である。ただし,

この区分はあくまで口の開く程度での分類なので, それぞれの舌の位置や唇の形は異なる。
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表３ 口の開く程度による単母音の分類

高母音 口をほとんど開かないで発音する母音 � � �

中母音 口を少し開いて発音する母音 � � �

低母音 口を大きく開いて発音する母音 � �

17）平山亮の「ニューラルネットで探る発話のメカニズム」からコピー。http://results.atr.jp/atrj/

ATRJ_12/24/fig_01.html

18）｢	
�� 
� �� ���� (孔明哲の開かれた講義ノート)」からコピー。http://ipcp.edunet4u.

net/~koreannote/img/�����.jpg

19）｢	
�� 
� �� ���� (孔明哲の開かれた講義ノート)」からコピー。http://ipcp.edunet4u.

net/~koreannote/img/������.jpg

20）�大煥（2003) ｢�� �����  �� !� "#－$%& '(��� )*+,-.－ (日本
の大学における韓国語の発音教育 名古屋商科大学の例を中心に )｣『外国語.�� 韓国語
教育(外国語としての韓国語教育)』第28集, 延世大學校言語研究教育院韓国語語学堂, p 122。こ
れをもとに若干説明を加えた。
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図３ 「母音三角図」
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舌の位置によって区分してみると, 前舌母音と後舌母音とで分類できるが, 舌の前の部

分が口蓋に近いのか, 舌の奥の部分が口蓋に近いのかで区分している｡“� [�]”を発音

してから続けて“� [�]”を発音してみると舌の位置が奥の方に動くのがわかる。もちろ

ん, 同じ前舌母音でも口の開く程度や唇の形は異なるので, その点は注意を払いたい。

円唇母音の�� [�],� [�]�は, 唇を丸くして発音する母音であるが,�� [�],� [�]�
も単母音で発音すると円唇母音になる。唇を丸くしないで発音する母音は平唇母音となる。

上述した内容を一つの表にまとめてみると, 表６になる。この個別母音を日本語の個別

母音と比較しながら, その共通点と相違点を述べたい。

・�� [�]”と“� [�]”

“�”は, 日本語の“ア [�]”と同じように発音しても差し支えはないものの, 意識し

てほしいのは下あごの動きである。日本人が“ア”を発音する際は下あごをほとんど動か

さずに発音する傾向があるが, 韓国語の“�”を発音する際は意識的に顎を開くことが大

事である｡“�～～～”と少し長く発音しながら, 唇の形や舌の位置などが変わらないこ
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表４ 舌の位置による単母音の分類

前舌母音 舌の前の部分が口蓋に近い状態で発音される母音 � � 	

後舌母音 舌の奥の部分が口蓋に近い状態で発音される母音 
 � � � �

表５ 唇の形による単母音の分類

平唇母音 唇を丸くしないで発音する母音 � 
 � 	 � �

円唇母音 唇を丸くして発音する母音 � �

図５ 「韓国語の母音三角図」
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とを確認し, これが単母音の特徴であることも再度認識する。

“�”は, 日本語の“イ [�]”と同じように発音して差し支えない。

・�� [�]”と“� [�]”

“�”は, 日本語の“エ [�]”と同じ発音である。

説明に苦労するのが“�”であるが, 母音三角図を見てわかるように“�”よりは“�”

の方の舌の位置は低く, 口を開く程度も大きい。顎をあまり動かさない日本人の学習者に

は,“�”と同じ要領で意識的に口を開けて発音するように指導する必要があろう。

ただし, 韓国語を母語としている大多数は“�”と“�”の区別をしていないのが現状

であり, この二つの発音の区別はほとんど無視されている。従って, この二つの発音の区

別はあまり強調する必要はなかろう。

・�� [�]”と“� [�]”

“�”は, 円唇・後舌・高母音であるので, 唇は丸くし, 舌の奥の部分を軟口蓋に近づ

け, 口はほとんど開かないで発音する。日本語の“ウ [�]”と発音は似ているが,“ウ”

よりは後舌母音であり, 唇もより丸くして発音する。日本語の“ウ”を発音しながら意識

的に唇を丸くして前に突き出すようにし, 舌はできるだけ奥に引っ張って発音すれば良い。

“�”は, 平唇・後舌・高母音であるので,“�”と違うのは唇の形だけである。即ち,

唇を丸くせず, 唇はほぼまっすぐの状態で発音すれば良い。唇を丸くして“�”を発音し

ながら, 次第に唇の形だけをまっすぐに戻すと“�”の発音ができよう。

ここで意識すべき点は,“�”の調音位置が“�”よりは少し前であることと, 両方と

も下あごを動かさないで発音するということである。

・�� [�]”と“� [�]・[�]”

韓国語の“�”と“�”発音の区別は多くの外国人が苦手としている母音でもある。特

に“�”発音のない日本語を母語としている学習者には二つの発音を区別するのはたやす

いことではないので, 簡単な単語を反復的に練習した方が効果的であろう。

“�”は, 円唇・後舌・中母音であるので, 唇を丸くして, 舌の奥の部分を軟口蓋に近

づけて調音するようにする。日本語の“オ [�]”に近い発音なので, そのまま置き換えて

もよいが, 意識してほしいのは,“オ”より唇を丸くして前に少し突き出すように発音す
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表６ 開口の程度・舌の位置・唇の形による単母音の分類

舌の位置 前舌母音 後舌母音

舌の高さ
唇の形 平唇母音 円唇母音 平唇母音 円唇母音

高母音 � � �

中母音 � � �

低母音 � �



ることである。これは“オ”を発音する際の日本人を見ると, 上唇をほとんど動かさずに

発音する傾向があるからである。

日本人が最も苦手とする“�”は, 音声的に長い [�]と短い [�] という発音があり, 学

習者が混乱しやすいので, 練習する際は [�] 発音を中心にした方が良かろう｡“�”は,

平唇・後舌・中母音であるので, 唇は丸くせず, 調音位置が舌の中間部分と軟口蓋の前の

ところであることを意識する。口を開く程度は“�”とほとんど変わらないが“�”より

は小さくし, 舌の先は下歯に当たらないようにする｡“�”を発音させながら意識的に

“�”を発音させるのも一つの方法であろう。

3.2.2 重母音の発音

単母音と重母音との違いというのは, 発音を始める時と発音を終える時の唇の形が変わ

るか変わらないかであることは前述した通りである。単母音を発音する際は, 唇の形が一

定しているのに対して, 重母音の場合は唇の形が変わるのである。重母音というのは, 二

つ又は三つの単母音でできている合成母音のことであり, 上の表や図でも示したようにそ

れぞれの発音の位置が異なる複数の単母音を連続的に発音することによって, 発音を始め

るときと終える時との唇の形が自然と変わるわけである。

重母音にはどのようなものがあるかを表でまとめたのが表７である。

“� [��]”の場合は,“� [�]”と“� [�]”の単母音でできており, 最初の唇は“�”

発音の形であるが, 最後は“�”発音の唇の形になる。同様に“� [��]”の発音も, ��

[�]”と“� [�]”の単母音でできており, 最初の唇は“��, 最後は“�”発音の唇の形

になる。他の重母音も同じであるが,“� [��]”の発音だけは多様であり, 注意が必要で

ある。これを表でまとめたのが表８である。
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表７ 重母音の分類

“�”系重母音 最初の発音が“�”で始まる �, 	, 
, �, �, 


“�”系重母音 最初の発音が“�”で始まる �, �, �

“�”系重母音 最初の発音が“�”で始まる �, �, �

その他 文法的な機能により, 四つの発音がある �

表８ 重母音“�”発音の分類

文法的機能 “�”発音の分類 単語の例 単語の発音

語頭 �� [����]”発音 �� (意味) �� [����	�]

子音＋“�” �� [�]”発音 �� (希望) �� [
�	��]

二音節以後 �� [����]”又は“� [�]”発音 �� (会議) �� [
�����]/�� [
���]

助詞 �� [����]”又は“� [
]”発音 �� (私の) �� [������]/�� [���
]



3.3 子音発音の学習方法

子音とは, 呼気の流れを転換したり, 妨害したり, 閉鎖したりする方法で声帯を収縮す

ることによって産出される音である21)。母音の場合は発音の際に調音される位置や唇の形

や舌の高さなどによっていくつかのグループに分類することができたが, 子音の場合は肺

から出す空気が唇や舌や歯などの様々な器官で障害を受けてつくられる音なので, その障

害が起きる位置や方法などによっていくつかのグループに分類することができる。それを

まとめたのが表９である。

即ち, 韓国語の子音は調音位置と調音方法によって分類し, さらに調音位置によっては

両唇音, 歯槽音, 硬口蓋音, 軟口蓋音, 喉音, そして調音方法によっては破裂音, 摩擦音,

破擦音, 鼻子音, 側音などに分類していることがわかる。

まず, 調音位置による分類について説明しよう。表９を見ると, ５か所で呼気の流れに

障害が起きて調音されていることがわかる。両唇音は上下の唇で, 歯槽音は上歯茎よりや

や内側の歯槽で, 硬口蓋音は口蓋の中でも硬い口蓋部分で, 軟口蓋音は硬口蓋音より奥の

柔らかい口蓋部分で, そして喉音は喉で調音しているのである。

日本人には, このような複雑な調音位置というのは理解しにくい部分なので, 一つずつ

子音を発音させながら, その発音位置を認識させるのが大事な作業であると言えよう。
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21）李�洙, 前掲書, p 58。
22）前掲書, p 38・43及び��外６人, 前掲書, p 112両方を参考に作成。
23）用語は, 中野一雄（1973）『英語子音論 日本語子音と対照して 』, 学書房出版を参考にして
いる。

表９ 子音の分類22)

調音位置
調音方法

(前) ← 調音位置 → (奥)

両唇音 歯槽音 硬口蓋音 軟口蓋音 喉音

調

音

方

法

障害音

破裂音23)

Plosives

平音 �[�], [�]* �[�], [�]* �[�], [�]*

激音 �[��] �[��] �[��]

濃音 	[��] 
[��] �[��]

摩擦音
Fricatives

平音 �[	] �[
]

激音 
[�]

濃音 �[	�] �[
�]

破擦音
Affricates

平音 �[�], [��]*

激音 �[���]

濃音 �[���]

共鳴音
鼻子音 �[
] �[�] �[�]

側音 �[�], [�]

注：＊は, 無声音の発音。



次に, 調音方法による分類をみると, 破裂音, 摩擦音, 破擦音, 鼻子音, 側音などに分

類していることがわかる。これについての説明は,『外国語としての韓国語教育概論』か

ら引用することにする。

口の中の空気を出す方法には三つあるが, 第一は, 閉じた唇を大きく開けて風船が破

裂するように一気に押し出す方法 (破裂音), 第二は, 唇を少し開けて小さい穴のあい

た風船から空気が漏れるように持続的に押し出す方法 (摩擦音) である。第三は, 前の

二つの方法をミックスする方法で, 唇を開ける際に完全に開かずに摩擦音を伴う方法

(破擦音) である。鼻子音と側音も声を出す方法と関係のあるもので, 鼻子音とは, 口

腔の中を閉じたまま軟口蓋を下げ, 空気が鼻腔を通って放出される際に発音される音で

ある。側音とは, 空気が舌の両側を通って放出される際に発音されるもの (例えば,

[�] のような発音) と舌の先で上歯茎を軽く跳ねながら発音されるもの (例えば, [�]

のような発音) とがある24)。

ここで障害音と呼ばれる破裂音, 摩擦音, 破擦音と, 共鳴音と呼ばれる鼻子音, 側音と

では発音する際の声帯の振動があるかないかという点も一つの違いであり, 学習者に実際

発音させながら共鳴音は声帯の振動があることを確認させる必要がある。

日本人にとって韓国語の子音の発音は大変難しく, この問題を解決するためには教育者

によるいくつかの工夫が必要となろう。以下ではそれぞれの発音に関して, 学習方法を考

えてみたい。

3.3.1 破裂音

日本語とは調音方法で明らかに異なる韓国語の発音は, 韓国語の勉強を始める日本人に

とって難題であることは間違いないが, それぞれの発音の特徴を理解すれば発音練習には

参考になるであろう。

表９でわかるように, 破裂音, 摩擦音, 破擦音には平音, 激音, 濃音の区分があり, こ

れが韓国語の発音を難しく感じさせる要因にもなっている。特に日本語にはない濃音では

多くの学習者が苦労している。

平音・激音・濃音の特徴をみると, 呼気の強さでは激音が最も強く, 声帯の緊張度では

濃音が最も強い発音となる。本稿の前の部分で述べたように,“� ([���], 月, 平音)�
“� ([�����], 面, 激音)�“� ([����], 娘, 濃音)”という発音の中で日本人の学習者が

最も苦手としたのが“� ([����], 娘, 濃音)”であったが, 呼気の強さでその違いを区分

できるようにしたい。この破裂音の中で呼気の強さを確認するには両唇音の方が最もわか

りやすいので,“� [��] (平音)�,“� [���] (激音)�“� [���] (濃音)”という発音でそ

の違いを説明する。用意するものとしては, 風を感じやすいようなティッシュなどが好ま
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しいであろう。

呼気の強さの面では, 激音が最も強く, 濃音が最も弱い。即ちティッシュを口の近くに

してから発音してみると, ティッシュの揺れが最も激しいのが激音である“�”で, 揺れ

の最も小さいのが濃音の“�”で, 平音の“�”は中間くらいの揺れをみせるのである。

ティッシュがない場合は, 普通の紙でもその違いははっきりとわかる。自分の手を紙の代

わりにして発音してみてもよかろう。発音の際には呼気の強さにも注意してほしいが, も

う一つ声帯の緊張も意識しながら濃音で最も強い緊張があることを認識してほしい。両唇

音である“��,“��,“�”でその違いが確認できたら, 歯槽音や軟口蓋音などの調音位

置の違う発音も繰り返して練習したい。

3.3.2 摩擦音

摩擦音の中では, ��[�]・[�]”と“�[�]”の発音に注意したい。母音の発音を説明す

る際に表７で“�”は文法的機能によって三つの発音ができると言ったが,“�”と“�”

も同様に位置や環境によって発音が異なってくるので, 教育者にも学習者にも注意が必要

となる。

“�”の場合は, 調音位置によって発音が異なる。歯槽音では [�] であるが, 硬口蓋音

では [�] となる。具体的にみると,“�”の場合は [��] であるが,“�”の場合は [��] と

なる。これは母音の影響によるが,“�”の場合入門期の学習者はそれほど神経質になる

必要はないと思っている。

問題は“�”である｡“�”の位置によっては発音されなかったり, 注意しないと発音

が脱落して発音されなかったりするので, 最も注意が必要な子音である。これを表にまと

めたのが表10である。

表10でわかるように,“�”の位置が語頭の場合は“�”の発音がはっきりとされる。
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表10 ��”の発音

発音 “�”の位置 単語の例

�� [�]�
しっかり発音

語頭
	
 [����] ([	
, ����], 一つ), � [��]
([�, ��], 太陽)

発音されない
(発音に注意)

①母音と母音の間
②前の文字の終声が共鳴音
(�, 
, �, �) の場合

①�� [���	] ([��, ��	] 以後),
�	 [����] ([��, ���] 以下)

②�� [
����] ([��, 
���] 銀行),
�� [��
��	�] ([��, ��
�	�] 吉凶),
�� [��������] ([��, �������] 減刑),
 	 [������] ([ �, �����] 上下)

脱落 “�”不規則用言＋語尾

・!" [�������] (!＋� [#�, ����
�],
良い, 形容詞)

・$" [�����] ($＋� [%�, ��
�], 置
く, 動詞)



ところが,“�”の位置が母音と母音との間や前の文字の終声 (バッチム) が共鳴音であ

る“�, �, �, �”の場合は発音されなくなる。共鳴音のバッチムが前にある場合は注

意して発音する必要がある。また,“�不規則用言”といわれる形容詞と動詞の語幹に母

音で始まる語尾 (例えば,“� [��]�,“��	 [������]�,“�
� [����	]�,“ �


[�
��] (�
 [�
��])�,“ �� [���	] (�� [���	])�,“�� [���] (�� [���])”等々)

が付く場合は“�”発音は必ず脱落される。この場合は“�”を意識的に発音しようとし

てもなかなか発音できない。

3.3.3 鼻子音

鼻子音は, 語頭での発音と終声 (バッチム) での発音とで差があり, 注意しなければい

けないものなので, 教育者にも学習者にも注意が必要である。特に, 鼻子音の中で“�

[�], � [�]”が語頭に来る場合は, 平音に近い発音となるので, そのことを十分に認識

させながら発音の練習をしなければいけない。

日本人が苦手とする発音の一つが, この鼻子音の終声 (バッチム) である。日本語には

韓国語と比べて鼻子音が少ないため, これを聞き分けるのも発音するのも難しいようであ

る。日本語には“ン”でしか表記できないが, 韓国語の鼻子音には“� [�], � [�], �

[
]”があり, この区別に多くの日本人学習者は苦労している。この問題を克服するため

には,“�, �, �”の付く言葉を反復的に練習し, 感覚的に覚えてもらう必要がある。

例えば,“� ([���], 三)�,“� ([���] 山)�“� ([��
], 賞)”といった言葉を用いて,

聞き取りと発音練習を繰り返し, 日本語とは違う感覚を覚えさせたい。

3.3.4 側音

日本語にはないこの側音も鼻子音同様日本人には難しい発音である。側音の“�”とい

うのは位置によって発音が異なり,“[�]”と“[�]”の発音になる。これも表でまとめて

みる。

表11でわかるように, 韓国語の“�”発音は条件によって“[�]”にも“[�]”にも発音

されるが, 日本人にとって“[�]”と“[�]”発音の区別は大変難しい。表10の通りに, 母

音と母音との間では“[�]”発音, その条件以外の場合は“[�]”発音となる。二つの発音

の違いを覚えてもらうためには, � ([���], 八) などの“[�]”発音の単語を提示しなが

ら, 発音時に舌を巻かないように指導する必要がある。意識的に舌の先を出させる練習に

注意を払っていきたい。
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表11

発音 “�”の位置 単語の例

[�] 母音と母音の間 �� ([�	��], 音), �� ([����], ガラス)

[�] 終声等その他の条件 � ([���], 八), �� ([�����], 響き)



４．お わ り に

韓国語と日本語とでは漢字という共通性を含めて文法的な面でも多くの類似性を持って

いる。一方, 文字や発音などでは大きな相違点もあり, 日本語を母語とする韓国語の学習

者にはこのような相違点が大きな壁となっている。

本稿では, このような学習者が少しでも効率的に韓国語の発音が学習できるように, 韓

国語母音の音素とその発音に近い日本語の母音とを比較する一方, 子音の発音では発音方

法や発音位置などによって分類しそれを表にまとめてみた。しかし, 母音及び子音の数で

韓国語は日本語より多く, 日本人が韓国語を無理なく発音できたり聞き分けできたりする

ことは容易ではない。

韓国語の文字, 文法, 語彙, 聞き取りなどを含め, 発音の学習には学習者の意欲と努力

が必要であるが, また韓国語を教育する教育者にもいくつかの努力すべき点があろう。日

本人を対象に韓国語の発音教育を行う際に, より分かりやすい発音教育のためには次の点

に注意したい。

①まず, 正確な発音を教えるためとはいえ, 音韻論や音声学的な説明が中心となっては

いけない。学習者に音韻論や音声学的な知識がなければ十分な学習効果は期待できないか

らである。一方, 調音法などを説明するためには教育者に十分な音声学や音韻論的な知識

は求められよう。それは両国語の発音体系について比較し, 効率的に説明するためにはそ

のような知識は必要である。

②本稿でも母音三角図や母音四角図などを引用して発音の区別を視覚的に提示してはい

るが, 一部の母音 (� [����], � [�]) では単母音と重母音の区別が明確ではなかったり,

韓国人にも発音の区別がなくなってしまった母音 (� [�] と� [�]) があったりするのも

事実である。したがって, 韓国語を母語として使っている多くの人ですら明確にしていな

いこのような発音の区別を学習者に強調する教育はむしろ学習者に混乱を招く恐れもある

ので注意が必要である。

③発音教育において大事なことは, 正確な発音を学習者に反復的に聞かせてそれを模倣

させることである。その際には, 教育者の様々な工夫が要求されるが, その標準となる発

音が収録されたビデオテープや CDなどの用意はもちろん聞かせ方にも工夫が必要となる。

教育者が直接発音を聞かせながら口の動きなどを見せるのが良いが, CDなどを利用した

教育にも学習者を集中させたり, 標準となる発音を聞かせたりすることができるなどの効

果があるので積極的に活用したい。ここで注意すべき点は聞かせ方であるが, 学習者が退

屈しないように反応を見ながら聞かせる回数や時間などを決めたい。

④教育者の学習者への気配りも欠かせない。常に学習への意欲を鼓舞しながら, 教育の

意図や目標を明確に認識したうえで正確に発音をしようとしているのかなどに関心を持つ

べきである。

⑤上記のことを踏まえたうえで, 学習の順序にも気を付けたい。最初に, 子音のそれぞ

れの発音を明確に理解させ, 実際の発音を練習させる中で, 平音・激音・濃音の区別を認
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識させる。それから, 調音位置と調音方法に留意してもらいながら平音・激音・濃音の区

別を理解させる。母音では, まず基本母音である“� [�], � [�], � [�], � [�], � [�]”

を理解させたうえで, 似ている発音を繰り返して聞かせることによってその区別ができる

ようにしたい。その際は, 意味を持っている単語 (例えば,“� ([���], 文字)”と“�

([���], 牡蛎)�,“� ([	��] 頬)”と“	 ([	
��], 蜂)�,“
� ([�
����] 第一)”と“��

([�
����] 在日)”など) を利用しながら発音によってその意味が異なることを認識させた

い。

以上では発音教育においての教育者の注意すべき点をいくつか提示してみたが, 韓国語

の教育というのは発音だけではないので, その他の文法や語彙などの教育ともバランスの

とれた教育になれるように注意したい。他にも配慮すべき点はもっとあるはずであるが,

基本的には韓国語はもちろん日本語の音声や音韻的な特徴についての研究, 発音教育方法

の工夫, 学習者への配慮などに努力していきたい。ここでは母音と子音の発音についての

み述べてきたが, 文法的な要素とともに学習していかなければならない発音教育 (例えば,

連音法則, 口蓋音化, 子音脱落, 頭音法則等々) も多くあるので, それについてもさらに

研究を続けていきたい。
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